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 画像解析としては、健常被験者 50 人を対象に MRI を用いて T1 強調画像お
よび拡散テンソル画像を撮影し、２群にわけ脳梁の体積および白質統合性につ






diffusivity (RD) 値が低いことが指摘された。 






ろ、同 SNP のマイナー対立遺伝子である A アレルが転写因子 MYB ファミリ
ーへの結合親和性を持つ可能性が示唆された。実際にルシフェラーゼアッセイ
にて、A アレルのみが Mybl2 の過剰発現により NgR1 遺伝子 3’末端エンハン















健常被験者 50 人の T1 強調画像および拡散テンソル画像にて、rs701428 の
マイナー対立遺伝子が脳梁の体積と白質統合性に与える影響を検討した。マイ
ナー対立遺伝子を持つものはメジャー対立遺伝子のホモ接合体を持つものと比
較し、脳梁体積が大きく、脳梁中央部の radial diffusivity (RD) 値が低いこと
が指摘された。エピゲノムデータベース解析およびルシフェラーゼアッセイに





以上の研究は NgR1 遺伝子の脳梁への影響の解明に貢献し、22q11.2 欠失症
候群および統合失調症の病態解明に寄与するところが多い。 
したがって、本論文は博士（医学）の学位論文として価値あるものと認める。 
なお、本学位授与申請者は、平成  27 年  9 月  3 日実施の論文内容とそれ
に関連した試問を受け、合格と認められたものである。 
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